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第
26
回
通
常
総
代
会
に
あ
た
っ
て
の

総
代
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

　

今
後
、
理
事
の
定
数
を

減
ら
す
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
減
ら
す
中
で
理
事
を

一
人
選
任
す
る
理
由
を
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
常
勤
理
事
が
欠

員
に
な
っ
て
お
り
、
理
事

会
に
お
い
て
補
欠
選
任
を

行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
、

総
代
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

次
期
改
選
よ
り
理
事
定

数
を
削
減
し
ま
す
が
、
常

勤
理
事
数
に
つ
い
て
は
、

ご
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら

精
査
し
て
い
き
ま
す
。

　

女
性
理
事
は
現
在
４
名

で
す
が
、
理
事
定
数
削
減

後
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま

す
か
。

　

女
性
理
事
数
は
、
女
性

枠
と
し
て
４
名
選
出
す
る

こ
と
に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
別
積
立
金
48
億
円
の

使
い
道
に
つ
い
て
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
積
立
金
の
使
用
用

途
に
は
制
約
が
あ
り
、
赤

字
経
営
時
の
補
填
の
た
め

の
積
立
金
で
す
。
な
お
、

自
己
資
本
の
充
実
と
い
う

観
点
か
ら
も
積
立
の
必
要

性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

部
門
別
損
益
計
算
書
に

お
い
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
改
善
の
予

定
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
か
ら
経
済
事
業
の

収
支
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
Ｊ
Ａ
に
お

け
る
営
農
経
済
事
業
の
特

性
を
生
か
し
つ
つ
、
組
合

員
利
用
者
に
必
要
と
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
順
次
、

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
い
き
ま
す
。
経
済

担
当
者
を
集
約
し
、
赤
字

要
因
の
一
つ
で
あ
る
人
的

配
分
の
合
理
化
を
す
す
め

ま
す
。
ま
た
、
手
数
料
率

の
見
直
し
と
並
行
し
、
必

要
と
さ
れ
る
魅
力
あ
る
体

制
づ
く
り
に
よ
り
、
取
扱

量
が
増
え
る
よ
う
事
業
の

収
支
均
衡
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
結

婚
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ

け
る
と
い
う
項
目
が
あ
り

ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

解
釈
と
し
て
違
う
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
誤

解
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る

か
に
も
よ
り
ま
す
が
、
誰

も
取
り
残
さ
な
い
と
い
う

目
標
の
中
で
、
後
継
者
育

成
や
地
域
農
業
振
興
に
つ

な
が
る
と
い
う
意
味
合
い

で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。
環
境
や
格
差
等
の
改

善
を
は
か
り
、
家
庭
を
築

く
、
営
農
と
生
活
の
両
立
、

子
育
て
・
子
供
に
対
す
る

支
援
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

信
用
事
業
の
一
部
と
し

て
投
資
信
託
を
始
め
る
と

聞
き
ま
し
た
が
、
現
実
的

に
検
討
に
入
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

今
年
度
、
各
基
幹
支
店

に
複
数
名
の
投
資
信
託
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
養
成
し
、

来
年
度
か
ら
営
業
販
売
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

す
で
に
本
店
で
は
取
扱
い

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
、
３
Ｑ
活

動
の
実
績
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

昨
年
度
の
実
績
は
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
活
動
は
担
い
手
農
家

の
全
戸
訪
問
、
３
Ｑ
活
動

は
年
間
訪
問
目
標
を
達
成

い
た
し
ま
し
た
。

　

家
族
農
業
の
よ
う
に
小

さ
く
経
営
し
て
い
る
農
家

を
ど
う
守
り
、
支
援
し
て

い
く
考
え
で
す
か
。

　

家
族
農
業
に
つ
い
て
は
、

数
年
前
に
国
連
等
で
家
族

農
業
年
と
し
、
国
際
的
に

掲
げ
た
目
標
等
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
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協
同
組
合
と
し
て
の
Ｊ
Ａ

組
織
は
、
家
族
農
業
を
大

事
に
し
て
き
ま
し
た
。
協

同
組
合
組
織
と
し
て
、
家

族
農
業
を
こ
れ
か
ら
も
重

要
視
し
て
い
く
こ
と
に
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
環
境

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
み
え
る

よ
う
に
、
家
族
農
業
の

果
た
す
役
割
が
国
内
は
も

と
よ
り
世
界
的
に
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
姿
勢
を
忘

れ
ず
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
農
産

物
直
売
所
の
運
営
に
お
い

て
、
生
産
指
導
を
重
点
的

に
取
り
組
み
、
出
荷
者
を

増
や
し
、
農
家
所
得
の
増

大
の
一
助
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
活

動
も
そ
の
一
環
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

６
月
22
日
に
開
い
た「
第
26
回
通
常
総
代
会
」に
先
が
け
、６
月
６
日
か
ら
14
日
に
各
地
区
で
事
前
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、総
代
の
皆
様
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
意
見
・
ご
要
望
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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農
家
が
減
っ
て
い
く
な

か
、
農
家
組
合
を
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

　

将
来
的
に
は
、
農
家
組

合
の
再
編
に
つ
い
て
、
検

討
を
要
す
る
と
考
え
ま
す

が
、
現
状
に
お
い
て
は
、

ご
協
力
を
得
な
が
ら
運
営

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

農
家
数
が
減
少
し
、
亡

く
な
っ
た
方
も
お
り
ま
す

が
、
調
査
等
は
行
っ
て
い

ま
す
か
。
正
組
合
員
何

名
・
准
組
合
員
何
名
と
配

布
物
が
来
ま
す
が
、
実
際

と
違
っ
て
い
ま
す
。
一
斉

調
査
を
行
っ
た
ほ
う
が
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

出
資
台
帳
に
基
づ
き
、

Ｊ
Ａ
に
申
出
が
あ
っ
た
場

合
、
加
入
脱
退
等
の
書
類

の
提
出
を
経
て
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
資
配
当
時
に

は
案
内
通
知
を
発
出
し
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
に
通
知
が

戻
っ
て
き
た
も
の
は
確
認

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
強
制
的
に
脱
退

手
続
等
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
申
出
を
受
け
手
続
き

を
行
う
こ
と
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
初
に
決
ま
っ
て
い
た

借
地
の
な
い
須
影
支
店
で

は
な
く
、
借
地
部
分
の
あ

る
手
子
林
支
店
を
残
す
の

は
、
な
ぜ
で
す
か
。

　

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
候

補
地
と
し
て
検
討
し
ま
し

た
が
、
資
材
庫
等
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、

手
子
林
支
店
が
適
当
と
判

断
し
ま
し
た
。

　

資
材
費
が
相
当
高
騰
し

て
お
り
ま
す
が
、
農
業
生

産
資
材
価
格
高
騰
対
策
積

立
金
を
取
り
崩
す
予
定
が

あ
り
ま
す
か
。

　

国
へ
の
要
請
を
行
な
い

つ
つ
Ｊ
Ａ
と
し
て
今
後
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

　

生
産
資
材
の
高
騰
や
不

足
に
つ
い
て
、
農
協
と
し

て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
と

し
て
、
全
農
を
通
じ
、
価

格
高
騰
へ
の
対
応
を
行
い

ま
し
た
。
品
不
足
に
つ
い

て
も
、
予
約
分
に
つ
い
て

全
量
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
と
し
て
は
、

昨
年
度
、
燃
料
高
騰
対
策

と
し
て
、
目
的
積
立
金
の

取
り
崩
し
に
よ
る
還
元
対

策
を
行
い
ま
し
た
が
、
肥

料
の
場
合
、
対
象
数
量
・

金
額
が
相
当
な
も
の
と
な

る
た
め
、
状
況
を
鑑
み
な

が
ら
今
後
の
対
応
等
に
つ

い
て
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

　

飼
料
米
の
10
ａ
あ
た
り

８
．５
俵
と
い
う
契
約
数

量
は
、
ど
の
よ
う
に
決
定

す
る
の
で
す
か
。

　

埼
玉
県
再
生
協
議
会
の

指
導
の
も
と
、
前
年
の
収

穫
量
を
も
と
に
、
各
地
区

再
生
協
議
会
が
決
め
て
い

ま
す
。

　

北
川
辺
支
店
内
に
精
米

プ
ラ
ン
ト
が
作
ら
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
、
ど
う
い

う
活
動
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
各
農
産
物
直

売
所
の
精
米
施
設
で
は
足

り
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
精
米
プ
ラ
ン
ト

で
は
、
Ｊ
Ａ
自
体
で
精
米

に
し
て
、
直
接
消
費
者
に

販
売
す
る
こ
と
で
、
付
加

価
値
を
高
め
、
そ
の
利
益

を
出
荷
者
概
算
金
に
上
乗

せ
還
元
す
る
こ
と
を
最
大

の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

既
設
の
直
売
所
精
米
施

設
以
外
に
、
精
米
と
し
て

販
売
す
る
機
会
を
増
や
し

直
販
比
率
を
高
め
る
た
め

の
拠
点
と
し
て
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

農
機
の
始
業
前
点
検
で

す
が
、
ま
だ
点
検
に
来
て

い
ま
せ
ん
。
い
つ
か
ら
始

ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
計
画
し
て
い
る
農

機
セ
ン
タ
ー
統
合
後
に
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

農
機
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
出
張
所
の
設
置
と
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

基
本
的
に
は
統
合
と
い

う
形
を
と
り
ま
す
が
、
現

状
を
ふ
ま
え
サ
ー
ビ
ス
の

著
し
い
低
下
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
当
面
は
出
張
所

と
し
て
運
用
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

農
機
セ
ン
タ
ー
の
出
張

所
で
す
が
、
北
川
辺
地
域

に
お
い
て
、
要
望
が
あ
れ

ば
北
川
辺
出
張
所
と
し
て

残
る
の
で
す
か
。

　

要
望
を
十
分
に
尊
重
し
、

協
議
を
経
て
体
制
を
整
え

て
参
り
ま
す
。

　

出
資
型
の
農
業
法
人
で

す
が
、
そ
の
内
容
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

農
作
業
の
受
託
及
び
農

業
経
営
を
行
い
ま
す
。
当

面
は
米
麦
に
か
か
る
農
業

経
営
を
主
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
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理
事
会
か
ら

税
務
法
律
相
談

９
月
５
日
に
加
須
中
央
支
店
で
開
催

６
月
22
日
の
主
な
議
案

①
役
付
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

②
理
事
の
順
位
に
つ
い
て

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
28
日
の
主
な
議
案

①
令
和
４
年
度
理
事
報
酬
の
配
分

に
つ
い
て

②
行
政
庁
へ
提
出
す
る
業
務
報
告

書
に
つ
い
て

③
資
産
査
定
要
領
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

④
行
田
中
央
支
店
資
材
倉
庫
改
修

工
事
に
つ
い
て

⑤
行
田
中
部
支
店
建
設
工
事
契
約

締
結
に
つ
い
て

⑥
騎
西
中
央
支
店
建
設
工
事
に
か

か
る
追
加
工
事
（
追
認
）
に
つ

い
て

⑦
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
埼
玉
中
期
戦
略
に

基
づ
く
信
用
事
業
戦
略
シ
ー
ト

提
出
に
つ
い
て

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

９
月
５
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
営
農
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

国が支え
る 安心が大

きくなる

担 い手積立年金
［愛称］

　詳細な農業者年金
の内容やご相談につ
いては、ＪＡほくさい
か農業委員会または
農業者年金基金にお
問い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942
（企画調整室）

手子林支店移転のお知らせ

　平素、ＪＡほくさいをご利用いただき、

誠にありがとうございます。

　支店等再編計画に基づき、手子林支店は、

新たに羽生営農経済センターとして営業す

るため改修工事を行います。

　そのため、手子林支店は、令和４年12

月５日（月）から本店に移転し、営業いた

します。

　手子林支店ＡＴＭは引き続きご利用いた

だけます。なお、口座番号、通帳やキャッ

シュカードも従来通りご使用いただけます。

　また、工事完了後の羽生営農経済センタ

ーの営業開始は、令和５年４月頃を予定し

ております。詳細につきましては、改めて

お知らせいたします。

　店舗の移転、改修工事に際しまして、ご

不便をおかけいたしますが、何卒ご理解を

いただきますようお願い申し上げます。

現店舗での
業務

令和４年12月２日（金）まで

A
T
M
引き続きご利用できます。

移転日 令和４年12月５日（月）より

移転先 ＪＡほくさい本店１階
（羽生市東７-15-３）

移転後の
電話番号

048-563-1554
（移転後も変更ございません。）

羽生
市役所
羽生
市役所

羽生
警察署
羽生
警察署

文文

県道羽生・栗橋線県道羽生・栗橋線
羽生インター入口羽生インター入口

羽生警察署入口
交差点

羽生警察署入口
交差点

羽生
IC
羽生
IC

東
北
自
動
車
道

JAほくさい
本店

JAほくさい
本店

8484

地　図
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「JAほくさい」からのご案内

行田農産物直売所 ☎048（556）2203・水曜定休
羽生農産物直売所 ☎048（563）4609・水曜定休
加須農産物直売所 ☎0480（61）3044・火曜定休
騎西農産物直売所 ☎0480（73）6776・火曜定休
北川辺農産物直売所 ☎0280（62）3636・水曜定休

新
米
収
穫
祭 とれたての

新米コシヒカリを
特別価格で販売いたします！

いずれも９時30分より

9/3土
　  ▼

9/11日

●業務内容
　農機センター業務、農機具修理、農機具販売等

●勤務地
　ほくさい管内の各農機センター

●募集人数
　若干名

●応募資格
　35歳までの方（キャリア形成のため）で農機具に興味のある方

●応募方法
　下記の必要書類を同封し、本店人事課へ郵送（簡易書留）又は持参ください。
　また、封筒の表に「応募書類在中」と朱書きください。
　〈必要書類〉
　　•市販の履歴書（写真あり）　•卒業証明書　•職務経歴書
　〈送付先〉
　　〒348-8513　羽生市東7－15－3　ほくさい農業協同組合　人事課

●試験日
　令和４年９月中旬を予定しております。詳しくはHPまたは上記QRコードよりご確認ください。

●募集期間
　令和４年８月末日まで（消印有効）

農機センター中途採用職員を募集します

田植え機の調整作業をする職員

ハ チ 類　　６月～10月
ア リ 類　　５月～10月
ネズミ・ゴキブリ　通年
アライグマ・ハクビシン　通年

ご自宅・作業場・加工所・倉庫など…
・ハクビシンやアライグマの侵入被害
・ネズミやゴキブリの発生
・スズメバチの大きな巣が見つかった

そんな時はＪＡ窓口に是非ご相談を！

ＪＡでは専門業者との業務提携により、害虫・害獣の防
除を行っています。

令和４年
産

❺
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今できることから始める健康づくり
～東京都「withコロナ時代の健康づくりガイド」～

　新型コロナウイルスの影響でこころや
体に不調や変化が出てきていませんか？

◦気分が晴れない　心に余裕がなくなった

◦体重増加が心配　座っている時間が増えた

◦食事のリズムが乱れた

◦ついつい間食してしまう

◦お酒を飲む量や、たばこの本数が増えた

◦例年どおり健診を受けてよいか迷っている

«各市の特定健康診査実施期間及び問合せ先»
市名 実施期間 問合せ先 対象者

行田市
令和４年６月１日～
令和５年２月28日

行田市　保険年金課
☎048-556-1111（内線271～273）

国民健康保険に加
入する40～74歳の
方（受診券が送付
されています）。実
施方法（集団・個
別健診等）は、市
によって異なりま
すので、直接お問
い合わせください。

加須市
令和４年５月２日～
令和４年12月17日

加須市　いきいき健康長寿課
☎0480-62-1311

羽生市
令和４年６月１日～
令和４年12月24日

羽生市　国保年金課
☎048-561-1121（内線181～184・125）

鴻巣市
令和４年６月１日～
令和５年２月28日

鴻巣市　国保年金課
☎048-541-1321（内線2654）

«75歳以上の後期高齢者医療保険加入の方へ»
　「後期高齢者健診」を実施しています。詳しくは上記各課までお問い合わせください。

 
  大切なあなたを守る

特定健康診査（特定健診）を受けましょう !

　特定健診は、内臓脂肪の蓄積に起因する高血圧症や糖尿病

などの生活習慣病の早期発見に役立つ大切な健診です。

　生活習慣病は、自覚症状がなく進行し、重症化すると脳梗

塞や心筋梗塞等を突然発症し重篤になることがあります。

　40歳～74歳の方は、医療機関に通院中の方も対象になります。

　年に一度は必ず特定健診を受け健康寿命を延ばしましょう。

健診会場では感染予防に配慮して

健診を実施しています。

毎年必ず健診を受け、今できる健康

づくりに取り組んでいきましょう。
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施
設
に
害
虫
が
侵
入
し
、
増
殖

し
て
か
ら
で
は
防
除
が
困
難
に
な

り
ま
す
。
栽
培
が
本
格
化
す
る
前

に
計
画
的
に
対
策
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

１
．
U
V
カ
ッ
ト
フ
ィ
ル
ム

　
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
視
覚
は
紫
外

線
領
域
を
感
知
す
る
の
で
、
施
設

に
紫
外
線
カ
ッ
ト
フ
ィ
ル
ム
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ザ
ミ
ウ

マ
類
の
侵
入
を
抑
制
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
特
に
、
野
外
で
ア
ザ

ミ
ウ
マ
類
が
増
加
す
る
春
～
秋
に

か
け
て
は
有
効
で
す
。

２
．
防
虫
ネ
ッ
ト

　

防
虫
ネ
ッ
ト
を
展
張
す
る
こ
と

で
、
外
部
か
ら
の
害
虫
の
侵
入

を
抑
制
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ネ
ッ
ト
の
目
合
い
が
細
か
く
な
れ

ば
な
る
程
、
害
虫
の
侵
入
は
抑
制

さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
比
例
し
て

風
通
し
は
悪
く
な
り
ま
す
。
栽
培

す
る
施
設
野
菜
の
生
育
に
も
影
響

し
ま
す
の
で
、
対
象
害
虫
に
合
っ

た
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

（
表
１
）

３
．
光
反
射
シ
ー
ト

　

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
は
、
太
陽
光
の
光
を
背
中
の
単

眼
で
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
飛
翔
し
て
い
ま
す
。

「
光
反
射
シ
ー
ト
」
を
ハ
ウ
ス
周

施
設
野
菜
の
害
虫
対
策

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

囲
に
設
置
す
る
こ
と
で
太
陽
光
を

乱
反
射
さ
せ
、
正
常
な
飛
翔
を
妨

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
．
有
色
粘
着
版

　

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
は
主
に
青
色
の

波
長
に
誘
引
さ
れ
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
は
黄
色
の
波
長
に
誘
引
さ
れ
ま

す
。
防
除
害
虫
に
応
じ
た
粘
着
版

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
大
量
捕

獲
を
目
的
と
し
て
密
度
を
下
げ
る

場
合
は
１
０
０
～
４
０
０
枚
／

10
a
程
度
の
設
置
が
必
要
で
す
。

一
般
的
に
ア
ザ
ミ
ウ
マ
雌
成
虫
は
、

生
涯
に
約
２
０
０
個
の
卵
を
産
卵

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
密
度

を
上
げ
な
い
た
め
に
も
、
早
期
の

使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
位
置
は

施
設
の
出
入
り
口
や
サ
イ
ド
を
集

中
的
に
、
施
設
野
菜
の
生
長
点
付

近
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
防
草
シ
ー
ト

　

害
虫
は
雑
草
に
生
息
す
る
の

で
、
侵
入
源
、
発
生
源
に
な
り
ま

す
。
施
設
内
外
の
除
草
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
野
外
雑
草
で

の
増
殖
を
防
ぐ
た
め
に
も
施
設
周

囲
に
「
防
草
シ
ー
ト
」
を
敷
き
ま

し
ょ
う
。

６
．
農
薬
散
布

　

農
薬
散
布
に
よ
る
病
害
虫
防
除

に
つ
い
て
は
、
農
薬
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
使
用
を
行
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、「
農
薬
名
」
の
み
を

見
て
選
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？　

農

薬
の
中
に
は
商
品
名
が
違
っ
て
も

薬
剤
成
分
が
同
じ
も
の
、
ま
た
成

分
が
異
な
っ
て
も
作
用
機
構
が
同

じ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
作
用
機

構
（
殺
虫
効
果
）
が
同
じ
農
薬
を

連
用
す
る
と
、
害
虫
に
抵
抗
性
が

つ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
判
別
す
る
た
め
に
最
近
の
農
薬

に
は
「
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
」
と
い
う

も
の
が
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｒ

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
の
番
号
や
記
号
が
異

（表１）防虫ネットの目合い

側面に光反射シートを張ったハウス

な
る
農
薬
で
散
布
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
組
ん
で
下
さ
い
（
中
に
は
表

記
さ
れ
て
い
な
い
農
薬
も
有
り
ま

す
）。

７
．
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策

　

多
く
の
生
産
者
の
方
は
、「
太

陽
熱
土
壌
消
毒
」
ま
た
は
「
土
壌

還
元
消
毒
」
を
実
施
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
管
内
の
施
設
き
ゅ

う
り
栽
培
で
は
、
今
年
は
５
月
下

旬
の
収
穫
中
後
期
あ
た
り
か
ら
、

セ
ン
チ
ュ
ウ
の
影
響
に
よ
る
草
勢

の
低
下
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

被
害
が
大
き
か
っ
た
施
設
に
つ
い

て
は
、
来
春
の
作
型
の
た
め
に
も
、

し
っ
か
り
と
土
壌
消
毒
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

効
果
を
安
定
さ
せ
る
に
は
、
地

表
下
20
㎝
が
40
℃
以
上
と
な
る
積

算
時
間
が
３
３
６
時
間
（
日
数
で

14
日
）
必
要
と
さ
れ
、
夜
間
や
曇

天
の
日
は
温
度
が
維
持
で
き
な
い

こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
１
か
月
の

処
理
期
間
が
必
要
で
す
。（
注
意
：

施
設
内
が
高
温
に
な
る
た
め
機
器

類
の
故
障
や
ビ
ニ
ー
ル
の
変
形
を

防
ぐ
対
策
を
し
て
下
さ
い
。）

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

目合い 害虫
2.0～4.0㎜ オオタバコガ、ハスモンヨトウ等
1.0㎜ ヨトウムシ類
0.8㎜ アブラムシ類
0.6㎜ ハモグリバエ類
0.4㎜ アザミウマ類、コナジラミ類
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　加須市の門井源典さんが、黄綬褒章を受章されました。

　梨と歩んで60年。安全・安心、高品質を目指して土づくりや枝管理の工

夫などに取り組み、美味しい梨作りをライフワークにしています。　

　1970年には、予備枝を取り入れた側枝更新サイクルを考案し発表。

　果実の大きさや糖度、うま味の飛躍的な向上につなげました。この剪定方

法は「門井式剪定方法」と呼ばれ、全国産地からの依頼で栽培技術の普及・

指導にあたり、現在の梨作りの主流となる予備枝の育成方法を確立しました。

門井さんは、「受章は家族や関係機関のおかげ」と感謝し　「今後も梨の振興

に微力ながら協力したい」と話しています。

　加須市騎西いちじく組合で８月上旬からイチジクの出荷

が始まりました。今年度の出荷者は18名。品種は「ドー

フィン」で、加須ブランドに認定されています。収穫した

イチジクは、県内の市場や、騎西農産物直売所に出荷しま

す。

　若山和一組合長は「今年は梅雨明けが例年より早く天候

を心配しましたが、順調に生育しました。全て検査してか

ら出荷するので、自信をもっています。とても美味しいイ

チジクを是非召し上がってください」と話しています。

　北川辺農産物直売所で６月11日、12日トマトフェア

を開催しました。２日間のトマトの販売数は37㌜、袋詰

め139袋、ミニトマト62袋でした。ＪＡ北川辺女性部（江

田昌子部長）も赤飯300ｇを150個売り上げました。

　トマトを購入いただいたお客様から「５月のトマトま

つりで買ったトマトが甘くておいしかったからリピート

した」とうれしい感想をいただきました。

　ＪＡの本店、川里中央支店に、川里農業青年会議所か

らマリーゴールドやサルビアをあしらった寄せ植えをい

ただきました。

　大塚芳貴会長らが５月31日に本店を訪れ、「私たちが

丹精に育てた花を来組した組合員やＪＡ役職員にご覧い

ただき、ひと時の癒しをお届けできれば」と大塚宏組合

長に手渡しました。

　大塚組合長は、「毎年すてきな花の寄せ植えをありが

とうございます」とお礼を述べました。　

門井源典さんが黄綬褒章受章

イチジク出荷スタート

トマトフェア開催

川里農業青年会議所から寄せ植えをいただきました

勲章を胸にする門井さん

収穫したイチジクを手にする若山組合長

トマトを手にするお客様

大塚組合長（前列㊧）、大塚会長（前列㊨）と
会員のみなさん
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　加須市騎西梨撰果所組合が利用する選果場で８月初旬から梨の選果が始まりま

した。選果所では、パート従業員50名が生産者の指導を受けながら選別・箱詰

め作業を行っており、８月上旬のピーク時には１日に約1,500㌜（１㌜５㌔）を

県内市場等に出荷します。

　組合員は現在22名。「幸水」や「豊水」のほか、県のオリジナル品種「彩玉」

など約８㌶で栽培しています。谷部芳夫組合長は「今年は、天候に左右され大変

だったが、美味しい梨に出来上がった。各ＪＡ農産物直売所でも販売するので是

非手にとって召し上がってほしい」と話しています。

　６月10日、加須市立志多見小学校（渡邉典孝校長）で毎年恒例の田植え体験

が行われ、４～６年生の児童62名が参加しました。

　地元農家・長浜章さんや川島達男さん、鈴木節子さん、(有)早川農場の早川良

史代表らの指導を受けて、児童は「彩のきずな」の苗を手で植えていました。

　水田の面積は約10㌃。90分と限られた時間の中での作業のため、はじめはほ

場の半分ほど植えたら終わりにする予定でしたが、皆の頑張りですべて植え付け

ることが出来ました。最後に教諭から「楽しかった？」と質問があると「はーい」

とすべての児童から手が上がりました。

梨の選果スタート

志多見小学校で田植え体験

　ＪＡ羽生女性部は、６月16日に手子林支店で

『家の光』９月号の記事を活用し、新聞でエコバ

ックを作成しました。参加者は12名。手先の器

用な部員が先生となり、１時間もかからず、完成

しました。

　長谷川タマコ部長は、「ＪＡ直売所に女性部で

エコバックを作り提供できれば」と思いを語りま

す。

　ＪＡは、７月５日に大利根営農経済センターで水稲の穂肥検討

会をひらき、米生産者20名が参加しました。

　施肥の時期を確認するのが目的。

　加須農林振興センター矢島久史担当部長他２名の技師の指導に

より、７色の葉色板に稲の葉を合わせ、色の濃さから肥料の残り

具合を判断する葉色診断や、稲を叩き繊維を壊した状態でヨード

カリに付け60％以上着色すれば施肥時期となるヨードカリ反応

診断、幼穂の出具合で施肥時期を判断することなどを確認しました。参加した小林勝美さんは、「専門の方にア

ドバイスをいただける穂肥検討会は貴重な機会。施肥の時期を確認できたので、昨年より多く収穫できるよう実

践したい。」と話しています。

新聞紙でエコバック作り

大利根地区で穂肥検討会開催

作ったエコバックを手にする部員ら

吉川綾乃技師から穂肥診断を指導される小林さん

児童に田植えを教える長浜さん
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　６月14日に加須市大越の㈱山中農産が、同市内のほ場約

84㌃に、反当たり6700粒の子実用トウモロコシを播種しま

した。10㌃500㌔の収穫を目指します。ほくさい管内で同

作物を栽培するのは初めてのため、加須農林振興センターや

全農、地域農業の担い手に出向くＪＡ担当者（愛称＝ＴＡＣ）

ら８名が集まり播種作業を見守りました。水稲に比べ、同作

物は、労働時間が少なく時間当たりの収益性が高いため、規

模拡大が可能。山中哲大代表は「今年は試験栽培だが管理や

手間の割合と、単収が見合えば本格的に栽培したい。」と話しています。

　羽生農産物直売所利用組合は、６月13日羽生市のほ場15

㌃に、サツマイモ（品種：ベニアズマ）の定植を行いました。

10月29日に予定する収穫イベントのため組合役員とＪＡ職

員11名で200本の苗を手際よく植え付けました。平井紘一

組合長は、「収穫体験は、我々生産者が消費者との声を聞け

る貴重な機会。積極的にイベントに協力したい」と力を込め

ます。

　加須市の農産物をＰＲする為、同市と同市園芸組合、ＪＡ

が協力し６月２日浦和競馬場内で、加須市産のキュウリとト

マト、「彩のきずな」を販売しました。

　キュウリを購入したお客様は、「花付きのキュウリはスー

パーでなかなか見かけない。めずらしい！」とコメント。

　参加した同組合の瀬田利昭副組合長は、「加須市の新鮮で

おいしい農産物をＰＲできてよかった」と話しています。

　騎西農産物直売所利用組合（石川久雄組合長）は、６月

18日加須市種足地区のほ場で玉ねぎの収穫体験を行い、消

費者８家族23名が参加しました。

　昨年11月、約80㌃のほ場に約24万粒の種を播き準備しま

した。親子で参加した家族は、「玉ねぎが土の上に生ってい

るのを初めて知った。」と笑顔。１家族あたり15㌔の玉ねぎ

を持ち帰りました。

　石川組合長は、「玉ねぎの生育が順調で、今年１番の　　

出来。11月上旬にサツマイモの収穫体験も予定しているので、是非参加して欲しい。騎西農産物直売所のファ

ンを増やしたい。」と意気込みを語りました。

子実用トウモロコシ播種

イベント準備でサツマイモ定植

浦和競馬場内で加須市農産物ＰＲ

玉ねぎ収穫体験開催

子実用トウモロコシの播種作業をする山中代表

サツマイモ苗を定植する平井組合長㊧ら

収穫体験をドローンで撮影

加須市産の農産物を購入するお客様
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偽
り
の
ど
こ
に
も
見
え
ぬ
青
田
風　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

万
緑
に
風
の
重
さ
の
あ
り
に
け
り　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

手
拭
い
を
切
り
裂
き
止
血
麦
の
秋　
　
　
　

騎　

西　

岡
田　

直
子

犬
の
名
を
訪
ね
て
麦
茶
賜
れ
り　
　
　
　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

万
緑
や
の
け
反
っ
て
見
る
天
井
絵　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

ま
だ
こ
こ
に
居
る
と
亡
夫
の
夏
帽
子　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

植
ゑ
ら
れ
て
幸
せ
そ
う
な
余
り
苗　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

剣
先
の
解
か
れ
真
白
き
花
菖
蒲　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

我
に
ま
だ
伸
び
代
あ
る
と
夏
木
立　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

子
育
て
の
漁
場
遠
の
く
つ
ば
く
ら
め　
　
　
　

〃　
　

杉
山　
　

榮

白
鷺
の
ふ
わ
と
植
田
に
着
水
す　
　
　
　
　
　

〃　
　

道
給　

喜
仙

な
み
だ
雨
無
口
に
燃
え
る
四
葩
か
な　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

だ
ん
だ
ん
に
尾
鰭
が
つ
き
し
蛇
話　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

帰
省
子
の
ま
ず
飼
い
猫
を
探
し
け
り　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

夏
椿
明
日
の
こ
と
よ
り
今
日
ひ
と
日　
　
　

羽　

生　

長
谷
部
愛
子

黒
揚
羽
葉
風
に
乗
っ
て
消
え
に
け
り　
　
　
　

〃　
　

木
本　

政
秋

雨
後
に
映
え
凛
と
佇
む
花
菖
蒲　
　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

皮
踊
る
玉
ね
ぎ
白
く
こ
ぼ
れ
た
り　
　
　
　
　

〃　
　

木
暮　

浅
代

茹
で
た
て
の
枝
豆
囲
む
夕
餉
か
な　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

弾
か
れ
し
苗
も
逞
し
田
植
え
後　
　
　
　
　
　

〃　
　

渡
邉　
　

弘

※
10
月
号
へ
の
投
句
は
、
８
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課

（
住
所
不
要
）
宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

子
育
て
を
終
え
て
静
か
な
夏
鴉　
　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

（
評
）鴉
は
賢
い
鳥
だ
が
、
気
性
が
荒
く
狂
暴
な
鳥
で
あ
る
。
ま
し
て
子
育

て
中
と
な
れ
ば
、
下
を
通
る
人
に
向
か
っ
て
来
る
程
で
あ
る
。

　

小
生
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に
襲
わ
れ
た
事
が
あ
り
、
身
の
毛
の
よ
だ
つ

思
い
で
あ
っ
た
。
や
が
て
巣
離
れ
を
し
空
巣
に
な
る
と
何
事
も
無
か
っ
た

様
に
静
か
に
な
る
。
子
を
守
る
本
能
は
萬
物
み
な
同
じ
で
あ
る
。

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

羽生の偉人
清水卯三郎

はにゅう 通 信

　羽生市の偉人、清水卯三郎を紹介します。
　羽生領町場村（現在の羽生市中央４丁目）の造り酒屋である清水弥
右衛門誓一家の三男として生まれました。幼いころは勉強嫌いでいた
ずら好きであった卯三郎ですが、17歳の時勉学に目覚め漢字・数学・
科学を学び、その後江戸（現在の東京）に移りオランダ語・ロシア語・
英語を学び、薬学書や英和辞典を発刊しました。
　文久３年（1863年）の薩英戦争の際には通訳として薩摩藩とイギ
リスの間の交渉に奔走し、拘束された日本人の保護に尽力しました。
慶応３年（1867年）のパリ万博に日本人商人として唯一使節団とし
て参加し、会場に日本のお茶屋を分解して運び、現地で組み立てる「日
本茶屋」を出品したことが称され、ナポレオン３世から銀メダルを授
与されました。
　帰国後、東京・浅草で商店を開き西洋物品の輸入業を営みました。
パリ万博からアメリカを経由し帰国し持ち帰った「歯科医学関係の書
籍や歯科器材」をきっかけに明治８年（1875年）に歯科機器の輸入
販売と歯科関係の本の出版をしたことから「歯科機器の祖」とされて
います。
　また、パリ万博に参加した経験から日本政府へ西洋の機械技術や知
識を身に付けさせることを提言し、明治10年（1877年）に当時最新
式である機械の展示会「第一回内国勧業博覧会」を開催。明治６年

（1873年）頃からは、諸外国との語学経験から国民の知識や教育工場
に役立つものとして独自の「やまとことば」を用いた「ひらがな」を
普及し、日本の近代化のため尽力しました。
　82歳で亡くなった清水卯三郎は当初、都内へ埋葬されましたが、
1998年２月に「清水卯三郎を研究・顕彰する会」の努力により、清
水家の菩提寺である羽生市の正光寺へ移転・埋蔵されました。墓には

「志みずうさぶらうのはか」とひらがなで刻まれています。羽生市の正光寺

清水卯三郎の石像 清水卯三郎の墓

各地区の編集委員が自慢の
人・モノ・場所をご紹介します。

今回は 羽生 地区です。

�



税
務
相
談

＆

Ａ

Ｑ

JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

三
人
の
子
の
父
は
自
筆
で
「
全

て
の
財
産
を
長
男
の
私
に
相
続
さ

せ
る
」
と
の
遺
言
を
作
成
し
て
お

り
ま
し
た
。
父
の
遺
産
の
中
に
は

弟
の
居
宅
の
敷
地
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
弟
か
ら
遺
留
分
を
侵
害
さ

れ
た
と
し
て
６
千
万
円
の
支
払
請

求
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
請
求
額
全

額
を
金
銭
で
支
払
う
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
相
続
財
産
と
し
て
の

弟
の
居
宅
の
敷
地
（
時
価
５
千
万

円
）
を
返
還
し
、
残
余
は
金
銭
で

支
払
う
こ
と
で
弟
と
合
意
し
ま
し

た
。
遺
留
分
の
侵
害
額
を
現
金
で

な
く
現
物
を
返
還
し
た
場
合
で
も

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

く
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
遺
産
を

後
継
者
な
ど
に
集
中
さ
せ
た
い
と
し

て
、「
す
べ
て
の
財
産
を
○
○
○
○

に
相
続
さ
せ
る
」
と
書
い
た
遺
言
は

簡
潔
で
あ
り
有
効
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
各
相
続
人
の
遺
留
分
を
侵
害

す
る
だ
け
で
な
く
、
各
相
続
人
に

と
っ
て
必
要
な
財
産
ま
で
受
遺
者
の

も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
遺
留
分
を
超
え
て
生
前
贈
与

や
遺
贈
（
遺
言
で
遺
産
を
も
ら
う
こ

と
）
を
受
け
た
場
合
、
遺
留
分
の
あ

る
相
続
人
か
ら
遺
留
分
を
侵
害
さ
れ

た
と
し
て
、
侵
害
額
の
支
払
い
を
請

求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

遺
留
分
は
最
低
限
の
相
続
分

　

被
相
続
人
は
子
や
孫
た
ち
に
生
前

贈
与
し
た
り
遺
贈
す
る
な
ど
、
財
産

を
自
由
に
処
分
で
き
る
立
場
に
あ
り

ま
す
。
一
人
の
相
続
人
に
財
産
を
集

中
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
と
こ

ろ
で
、
各
相
続
人
に
は
保
障
さ
れ
た

最
低
限
の
相
続
分
（
遺
留
分
）
が
あ

る
の
で
、
遺
留
分
を
超
え
て
贈
与
し

た
り
遺
贈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
遺
留
分
を
侵
害
さ

れ
た
相
続
人
は
、
侵
害
さ
れ
た
こ
と

を
知
っ
た
時
か
ら
一
年
以
内
に
侵
害

額
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

時
効
に
よ
っ
て
請
求
す
る
権
利
が
消

滅
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
相
続
開

始
か
ら
10
年
経
過
し
た
場
合
も
同
様

で
す
。
遺
留
分
の
制
度
は
、
相
続
人

へ
不
公
平
な
分
配
に
な
ら
な
い
よ
う

に
法
律
で
限
度
を
設
け
て
い
る
も
の

で
す
。

遺
留
分
の
割
合

　

直
系
尊
属（
父
母
や
祖
父
母
な
ど
）

の
み
が
相
続
人
の
場
合
の
遺
留
分

は
、
法
定
相
続
分
の
３
分
の
１
、
子

の
み
の
場
合
は
２
分
の
１
、
配
偶
者

の
み
の
場
合
は
２
分
の
１
、
子
と
相

続
す
る
配
偶
者
は
２
分
の
１
で
す
。

兄
弟
姉
妹
に
は
遺
留
分
は
あ
り
ま
せ

ん
。

遺
留
分
の
侵
害
額
と
は

　

遺
言
で
何
も
貰
わ
な
い
弟
さ
ん
に

と
っ
て
侵
害
さ
れ
た
遺
留
分
の
額

は
、
遺
産
の
総
額
の
６
分
の
１
相
当

額
で
す
。
た
だ
し
、
生
前
に
被
相
続

人
か
ら
贈
与
を
受
け
る
な
ど
の
特
別

受
益
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
加
え

た
遺
産
総
額
を
も
と
に
算
出
し
た
相

続
分
か
ら
特
別
受
益
財
産
の
額
を
控

除
し
て
遺
留
分
侵
害
額
を
計
算
し
ま

す
。

遺
留
分
侵
害
額
の
請
求

　

従
来
は
遺
留
分
に
相
当
す
る
財
産

を
取
戻
す
た
め
の
減
殺
請
求
で
し
た

か
ら
、
受
遺
者
は
現
物
を
返
還
す
る

か
金
銭
の
支
払
い
に
よ
っ
て
精
算
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
30
年

７
月
１
日
以
後
の
相
続
か
ら
遺
留
分

の
侵
害
額
と
し
て
金
銭
で
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

す
べ
て
の
財
産
を
一
部
の
相
続
人
へ

集
中
し
て
遺
贈
す
る
場
合
は
、
遺
留

分
に
相
当
す
る
金
銭
を
準
備
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
物
で
弁
済
す
る
と

　

ご
質
問
の
よ
う
に
、
弟
さ
ん
の
居

宅
敷
地
は
遺
言
に
よ
っ
て
お
兄
さ
ん

が
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

二
人
が
合
意
す
れ
ば
、
弟
さ
ん
へ
の

金
銭
の
支
払
い
に
代
え
て
、
居
宅
敷

地
を
弟
さ
ん
へ
引
渡
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
弟
さ
ん
は
５
千
万
円
の
土
地

と
１
千
万
円
の
現
金
を
も
ら
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
は
遺
留
分

の
侵
害
額
の
支
払
義
務
に
代
え
て
、

現
物
（
弟
さ
ん
の
居
宅
敷
地
）
を
引

き
渡
し
た
の
で
す
か
ら
、
５
千
万
円

の
土
地
を
譲
渡
し
た
も
の
と
し
て
譲

渡
税
（
所
得
税
と
住
民
税
）
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

相
続
税
の
課
税
関
係

　

あ
な
た
が
す
で
に
申
告
納
税
し
た

相
続
税
は
、
弟
さ
ん
へ
遺
留
分
侵
害

額
を
支
払
っ
た
こ
と
で
過
大
に
な
り

ま
し
た
。
４
ケ
月
以
内
に
更
正
の
請

求
を
し
て
相
続
税
の
還
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
弟
さ
ん
は
居
宅

敷
地
を
相
続
に
よ
っ
て
取
得
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
相
続
税
の
期

限
後
申
告
を
し
て
納
税
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

遺
言
に
そ
っ
て
遺
産
分
割
協
議
を
す
る
と

　

遺
言
を
執
行
す
る
前
で
あ
れ
ば
、

相
続
人
全
員
の
合
意
の
も
と
に
遺
産

分
割
協
議
を
開
き
、
遺
言
に
そ
っ
て

「
弟
さ
ん
が
居
宅
敷
地
を
取
得
し
、

代
償
金
１
千
万
円
を
受
取
る
」
と
す

れ
ば
、
居
宅
敷
地
の
譲
渡
は
無
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

遺
留
分
の
侵
害
額
を
土
地
で
受
け

取
っ
た
場
合
の
税
金
は
ど
う
な
る
の

遺
留
分
の
請
求
が
増
え
て
い
る

　

相
続
の
争
い
を
憂
い
て
遺
言
を
書

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
夏
に
咲
く
黄
色
い
花

❷
行
き
は
良
い
良
い
―
―
は
怖
い

❸
レ
タ
ス
や
ゴ
ボ
ウ
は
―
―
科
の
植

物
で
す

❹
す
し
屋
の
符
丁
で
お
茶
の
こ
と

❺
能
あ
る
タ
カ
は
隠
し
て
る
？

❼
北
海
道
の
北
部
に
あ
る
島
。
昆
布

や
ウ
ニ
が
名
産
品
で
す

❾
停
留
所
に
止
ま
り
ま
す

⓫
漢
字
な
ど
の
横
に
小
さ
な
文
字
で

振
り
ま
す

⓬
海
か
ら
そ
よ
そ
よ
と
―
―
が
吹
い

て
き
た

⓭
英
国
の
通
貨
単
位
で
す

⓯
魚
の
下
ご
し
ら
え
を
す
る
と
き
に

取
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

⓰
草
を
刈
る
と
き
に
使
い
ま
す

⓱
翼
を
持
っ
て
い
ま
す

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部

営
農
支
援
課
宛
送
付（
住
所
の
記
入
は
不

要
で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管

内（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）に
お
住
ま
いの
方
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
し
て
い

た
だ
く
場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日

よ
り
通
常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
４
年
８
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
７
月
号
の
答
〉

　

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
東
海
道
新
幹
線
の
愛
称
の
一
つ

❸
天
気
予
報
で
使
う
単
位
は
ヘ
ク
ト

パ
ス
カ
ル

❻
食
事
の
―
―
に
し
っ
か
り
と
手
を

洗
っ
た

❼
ゾ
ウ
ガ
メ
の
よ
う
に
水
の
少
な
い

所
で
も
暮
ら
せ
る
亀

❽
綿
あ
め
の
芯
棒
に
使
う
こ
と
も

❿
お
化
け
屋
敷
で
―
―
満
点
の
演
出

を
楽
し
ん
だ

⓮
胸
び
れ
を
広
げ
て
滑
空
し
ま
す

⓰
東
北
三
大
夏
祭
り
の
一
つ
、
秋
田

―
―
祭
り

⓲
固
体
と
液
体
を
分
け
る
方
法
の
一
つ

⓳
マ
ン
シ
ョ
ン
の
賃
貸
情
報
に
載
っ

て
い
ま
す

⓴
「
姿
勢
が
悪
い
よ
」
と
言
わ
れ
や

す
い
体
勢

☆
６
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
細
谷　
由
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
中
野　
一
郎
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
斉
藤
勢
津
世
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
大
門　
　
茂
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
谷
川
常
五
郎
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
大
井
希
代
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
岡
田　
清
治
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
藤
林　
柳
枝
さ
ま
（
北
川
辺
）

　

今
年
の
夏
は
長
い
で
す
ね
。
朝
か
ら
30
℃
を
超
え
る
日
も
あ
り
体

力
的
に
も
き
つ
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
本
店
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
自
動
販
売
機
が
あ
り
、
こ
の
時
期

は
売
り
切
れ
の
赤
い
ラ
ン
プ
が
並
び
ま
す
。
売
れ
筋
は
無
糖
の
コ
ー

ヒ
ー
と
、
麦
茶
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
と
麦
茶
は
身
体
を
冷
や
す
作
用
が

あ
る
そ
う
な
の
で
、
な
る
ほ
ど
な
ー
と
感
心
し
ま
し
た
。
皆
様
も
適

度
に
涼
を
と
っ
て
お
身
体
大
切
に
！

　
�

Ｋ
・
Ｋ

編
集
後
記

�
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ＪＡほくさい
ホームページ

埼玉県農業大学校学生募集
　埼玉県農業大学校は、農業及び関連産業の担い手としての実践力を養うため、生産から加工、

流通、販売まで一貫した教育を行う専修学校です。仕事に役立つ各種資格・免許取得の機会もあ

ります。

　入学願書は農業大学校及び農業大学校ホームページや加須農林振興センターで入手できます。

ホームページには見学会等の最新情報も掲載しておりますので、ぜひ御覧ください。

 （https://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/b0921/）

●募集定員

学　　科 定　員

野　　　菜 30人　

水 田 複 合 5人　

花　植　木 15人　

酪　　　農 5人　

短 期 農 業 35人　

●出願期間・試験日・合格発表

入試区分 出願期間 試験日 合格発表

推薦入試※2 R4.10.1～10.11 R4.10.27 R4.11.4

一般入試※1

前期 R4.11.1～11.11 R4.11.28 R4.12.5

後期 R5.1.4～1.11 R5.1.26 R5.2.1

※１　規定の定員を満たした専攻については、一般入試後期の試験を実施しない場合があります。また、一般入
試後期で定員が満たされない専攻について、随時募集を行う場合があります。

※２　高等学校の既卒者で農林振興センター所長の推薦を受けたい場合は、令和４年９月９日までに加須農林振
興センターに申し出て下さい。

●日曜オープン見学会／個別相談会　～ぜひこの機会にご来校ください！～

　開催日時　9月4日・10月2日・11月6日・12月18日

　　　　　　午前の部(見学会)　10：00～12：00（受付 9：45～）

　　　　　　午後の部(個別相談会)　13：30～15：30　※個別相談会の時間は別途お知らせします。

　申　　込　各開催日の３日前までに埼玉県農業大学校へ

　新型コロナウイルス蔓延防止のため、参加者は、当日朝の検温やマスク着用など、ご協力
お願いします。　※緊急事態宣言等で中止になる場合があります。

●お問い合わせ先

　埼玉県農業大学校 入試・教務調整担当
　（埼玉県熊谷市樋春2010）
　電話 048－501－6845

　加須農林振興センター農業支援部
　電話 0480－61－3911


